
 

ＪＡ自己改革推進レポートについて 

令和６年７月２６日 

ＪＡ鳥取県中央会 

１．ＪＡ自己改革実践状況 

（１）ＪＡ鳥取西部の取り組み 

①ＪＡ職員が特殊詐欺被害を未然に防ぐ。警察から感謝状 

  ＪＡ鳥取西部境港支所は５月１日、電話

料金未納を騙った特殊詐欺被害を未然に防

いだとして、鳥取県境港警察署から感謝状

を受け取った。 

  同ＪＡでは４月１２日、携帯電話で通話

をしながらＡＴＭを操作する女性に振込を

やめるよう説得するとともに、警察に通報

するなどして特殊詐欺を未然に防止した。 

  同ＪＡの職員は、「ＡＴＭを操作しなが

ら携帯電話をかけている方がいたらお声が  

けをお願いしますと普段から言われていたので、今回は、それが活かされたと思います」と

話した。 

 

②「おいしい梨を食べたい」小学生が梨の袋かけを体験 

  ＪＡ鳥取西部大山果実部は６月１３日、

大山町の梨園で特産「二十世紀梨」の袋か

け体験を開催した。同ＪＡでは、「農業・農

村地域の大切さ」「環境の大切さ」「食・命

の大切さ」について理解を深め、豊かな感

性と深い見識を持つことを目指して、地域

の学校と連携した体験型学習に取り組んで

いる。今回は、中山小学校の３年生３６名

が参加。同果実部員やＪＡ担当者の指導の

もと、児童は「大きく甘くなってね」など  

のメッセージや梨のイラストを描いた袋を梨にかぶせた。袋かけした梨は、９月頃に児童が

収穫する予定。 

以上 

 


